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３
月
11
日
、
３
月
定
例
会

が
開
会
さ
れ
、
町
長
か
ら
議

案
の
提
案
説
明
に
併
せ
、
平

成
21
年
度
の
財
政
が
非
常
に

厳
し
い
旨
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

財
政
の
危
機
的
な
状
況
に

あ
た
り
町
長
は
、
な
お
一
層

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
方

針
を
掲
げ
、
そ
の
第
一
歩
と

し
て
今
定
例
会
に
特
別
職
の

給
与
の
減
額
や
一
般
職
職
員

の
給
与
を
減
額
す
る
条
例
な

ど
、
そ
の
内
容
を
盛
り
込
ん

だ
平
成
21
年
度
の
予
算
案
を

提
案
し
て
い
る
と
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

　

18
日
の
議
案
質
疑
の
後
、

議
案
は
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
後
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
常

任
委
員
会
及
び
予
算
特
別
委

員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

26
日
の
本
会
議
で
両
委
員

長
か
ら
審
査
報
告
が
あ
り
、

31
議
案
に
つ
い
て
は
採
決
の

結
果
、
原
案
の
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
務
文
教
委
員
会
か
ら

は
、
一
般
職
員
給
与
月
額
を

３
％
、
管
理
職
手
当
を
10
％

そ
れ
ぞ
れ
４
月
１
日
か
ら
削

減
す
る
「
一
般
職
職
員
等

の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条

例
」、
一
年
間
給
与
を
町
長

20
％
、
副
町
長
14
％
、
教
育

長
10
％
削
減
し
た
う
え
で
、

期
末
手
当
を
50
％
カ
ッ
ト
す

る
「
特
別
職
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
特
例
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正
」、
地

域
手
当
１
％
等
を
４
月
か
ら

廃
止
す
る
「
一
般
職
職
員
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
改
正
」、
外
部
評
価
委

員
会
の
設
置
を
定
め
る
「
附

属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改

正｣

の
４
議
案
は
、
次
の
理

由
な
ど
に
よ
り
継
続
審
査
と

し
た
い
旨
の

申
し
出
が
な

さ
れ
て
い
ま

し
た
。

▽
「
執
行
部

と
組
合
間
で

合
意
が
で
き

て
い
な
い
」

▽
「
一
年
後

の
財
政
の
展

望
が
示
さ
れ

て
い
な
い
」

▽
「
行
財
政

改
革
推
進
委

員
会
の
論
議

を
経
る
べ
き
」

　

委
員
長
の
審
査
報
告
に
続

き
閉
会
中
の
継
続
（
審
査
）

事
件
が
議
題
に
な
っ
た
際
、

議
員
か
ら
「
４
議
案
は
委
員

会
で
可
否
を
は
っ
き
り
さ

せ
る
べ
き
だ
」
と
継
続
審
査

と
す
る
こ
と
に
異
議
が
出
さ

れ
、
採
決
の
結
果
、
６
対
５

で
継
続
と
し
な
い
と
決
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
さ
ら
に
動
議
が

出
さ
れ
、
委
員
会
へ
の
審
議

差
し
戻
し
と
時
間
延
長
が
決

ま
っ
た
た
め
再
審
議
を
し
ま

し
た
が
結
論
が
出
ず
、
午
後

９
時
過
ぎ
、
会
期
を
31
日
ま

で
延
長
す
る
こ
と
を
決
め
散

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

継
続
審
査
と
な
ら
な
か
っ

た
４
議
案
に
つ
い
て
、
31
日

本
会
議
で
再
度
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
際
、
一
般
職

の
給
与
減
額
の
議
案
審
議
の

中
で
、
労
使
交
渉
が
中
途
で

終
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
受

け
、「
ま
だ
６
時
ま
で
時
間

が
あ
る
の
で
、
誠
意
を
持
っ

て
労
使
双
方
で
協
議
す
べ
き

で
は
な
い
か
。」
と
の
意
見

が
出
さ
れ
、
休
憩
に
入
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
執
行
部
と
組
合

の
間
で
合
意
に
達
し
た
た
め

会
議
を
再
開
、
質
疑
・
討
論

の
後
採
決
が
行
わ
れ
、
い
ず

れ
の
条
例
案
も
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。　

厳しい財政状況

一般職・特別職職員の給与を減額
　

３
月
定
例
会
は
、
３
月
11
日
か
ら
26
日
ま
で
の
予
定

で
開
会
し
ま
し
た
が
、
職
員
の
給
与
を
減
額
す
る
条
例

案
等
に
つ
い
て
議
論
が
白
熱
、
議
員
か
ら
会
期
延
長
の

動
議
が
出
さ
れ
、
５
日
間
会
期
を
延
長
し
て
３
月
31
日

に
閉
会
し
ま
し
た
。

活発な議論が行われた本会議

な
ぜ
会
期
延
長
？

３
月
議
会
の
経
過

白
熱
し
た
３
月
定
例
会
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少
子
化
対
策
と
し
て
、
小

学
校
就
学
前
ま
で
の
医
療
費

の
無
料
化
や
妊
婦
の
健
康
管

理
の
充
実
及
び
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
妊
婦

健
康
検
査
の
助
成
を
拡
大
し

ま
す
。

　

学
校
教
育
、
生
涯
学
習
、
芸

術
文
化
な
ど
の
振
興
を
通
じ

て
、
心
豊
か
な
人
間
性
を
備

え
た
人
材
教
育
を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
対
策
と
し
て
、
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
や
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
の
委

託
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

は
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
助

成
事
業
な
ど
を
続
け
る
と
と

も
に
、｢

障
害
者
福
祉
計
画
」

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

鞍
手
町
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
き
、
米
の
計
画
的

生
産
や
麦
・
大
豆
の
本
格
的

生
産
の
推
進
な
ど
、
水
田
農

業
構
造
改
革
に
努
め
ま
す
。

　

商
工
関
係
で
は
、
町
民
の

交
通
手
段
の
確
保
に
努
め
、

併
せ
て
商
工
会
に
よ
る
特
産

品
の
開
発
や
産
業
ま
つ
り
の

助
成
な
ど
を
通
じ
て
商
工
の

振
興
に
努
め
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設

事
業
や
遠
賀
川
架
橋
建
設
事

業
と
併
せ
て
、
公
共
下
水
道

事
業
の
促
進
な
ど
町
の
基
盤

整
備
を
進
め
ま
す
。

　

行革集中改革プランの更なる取り組みとあわせ、
第4次総合計画の実現と財政健全化を推進

柴田町長

平
成
21
年
度　

町
長
施
政
方
針

　

米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し
た
世
界
的

な
不
況
が
発
生
し
、
金
融
危
機
と
景
気
の
悪
化
を
受
け
て
、
生

産
・
収
益
が
大
幅
に
減
少
す
る
中
で
、
雇
用
情
勢
が
急
速
に
悪

化
す
る
な
ど
、
大
き
な
社
会
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
本
町
の

財
政
状
況
も
非
常
に
厳
し
く
、
も
は
や
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ

て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
本
町
に
お
い
て
は
、
行
財
政
改

革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
更
な
る
取
り
組
み
と
あ
わ
せ
、
第
４
次

総
合
計
画
の
実
現
と
財
政
の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
同
時
に
、
社
会
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
助
け
合

う
、
支
え
あ
う
、
住
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
職

員
の
意
識
改
革
に
取
り
組
み
、課
題
が
何
な
の
か
を
常
に
考
え
、

そ
の
解
決
策
を
迅
速
に
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
全
力
で

行
政
運
営
に
努
め
、
こ
の
厳
し
い
状
況
を
克
服
し
、
住
み
良
い

町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○　

子
育
て
支
援

○　

教
育
の
振
興

○　

福
祉
対
策

○　

農
林
・
商
工
の
振
興

○　

町
の
基
盤
整
備

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任
に
同
意

　

許
斐
善
憲
氏
、
添
田
東
輝
氏
の
任
期
が
３
月
15

日
で
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
両
氏
を
再
任
す
る
こ

と
に
議
会
の
同
意
を
求
め
ら
れ
、
議
会
は
同
意
し

ま
し
た
。

許
この み よ し の り

斐善憲  氏 （71 歳）

現住所　中山１２０８番地２

任　期　平成 21 年３月 16 日から

　　　　平成 24 年３月 15 日まで

添
そ え だ は る き

田東輝  氏 （70 歳）

現住所　古門１４３８番地

任　期　平成 21 年３月 16 日から

　　　　平成 24 年３月 15 日まで
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　平成２１年度
　当初予算を可決
　

３月定例会

学
校
校
舎
の
耐
震
診
断
を
実
施

　

 　
小
中
高
６
校
の
校
舎
を
対
象
に

一般会計 　５８億 ４６９万円　
　　　　　　　　　　　前年度より５，９０７万円の減　

　

本
年
度
の
予
算
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
更
な
る

取
り
組
み
や
事
業
の
見
直
し
、
経
費
の

削
減
な
ど
で
財
政
の
健
全
化
を
図
る

と
と
も
に
、
特
別
職
・
一
般
職
職
員
の

給
与
減
額
な
ど
で
財
源
を
確
保
し
、
衆

議
院
議
員
選
挙
の
た
め
の
経
費
や
小
・

中
・
高
校
の
耐
震
診
断
を
行
う
た
め
の

経
費
、
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
就
学

前
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
に
伴
う
経

費
や
妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
を
14
回

ま
で
拡
大
す
る
た
め
の
経
費
な
ど
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
21
年
度
の
当
初
予

算
は
、
58
億
４
６
９
万
円
で
、
前
年
度

当
初
予
算
比
１
．
０
％
の
減
、
額
に
し

て
５
，
９
０
７
万
円
の
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。　
　
　 賛

成
６
・
反
対
５
で
可
決

一
般
会
計

反 対 討 論
　町財政が厳しく破綻しかねない
ということから、手数料や保育料
の値上げ、町立野球場ナイター照
明の使用中止など、行政サービス
が著しく低下した予算になってい
ます。一方町長の周辺については、
身を削るという姿勢は見えず、現
状維持という形になっており、町
民に対して多くの負担を強いる厳
しい予算にたっているため反対し
ます。　　　　　　（岡﨑　邦博）

　財政が逼迫しているといいなが
ら、町交際費の減額や町公用車の
廃止などには手をつけることな
く、元々低い一般職の給与を更に
引き下げようとしています。
　また、代替バスの補助金や、西
川線、中山中間線路線バスの負担
金だけを増やしています。
　福祉バスの延長ができていない
ことを含め、平成２１年度予算に
は反対します。　　　（香原　暹）

　歳入不足を補うために、職員の
給与引き下げを行うことは負の連
鎖をもたらし、景気低迷に拍車を
かけることにも繋がります。また、
3年連続で保育料を値上げするこ
とは、到底容認できるものではあ
りません。
　町の財政が厳しいのなら、無駄
な予算は削るべきです。
　新年度予算には反対します。

（宇田川　亮）

耐震診断は、鞍手南中学校（写真）のほか、剣南小学校、剣北小学校、古月小学校、新延小学校、
鞍手分校が予定されています

平成21年４月30日発行　鞍手町議会だより　№80 ④



歳出合計

５８億　４６９万円

（１００％）

歳入合計

５８億　４６９万円

（１００％）

【特別会計予算】

　

歳　入（ 財源 ）

歳　出（ 使いみち ）

　町 　税　１７億２，３５８万円
　　　　　　（２９．７％）

地方譲与税　８，０００万円
　　　　　　　（１．４％）

地方消費税交付金　１億４，０００万円
　　　　　　　　　　（２．４％）

地方交付税　２０億６，０００万円
　　　　　　　（３５．５％）

分担金及び負担金　８，４２０万円
　　　　　　　　　　（１．５％）

使用料及び手数料
　　　１億８，４０１万円
　　　　　（３．２％）

国庫支出金　２億４，０５８万円
　　　　　　　（４．１％）　

県支出金　３億５，６３５万円
　　　　　　（６．１％）

繰入金　３００万円
　　　　（０．１％）

町の借入金　３億９，１１０万円
　　　　　　　（６．７％）

諸収入　４億１，７２３万円
　　　　　（７．２％）

その他　１億２，４６４万円
　　　　　（２．１％）

　人件費　１２億６，７５２万円
　　　　　　（２１．８％）

　扶助費　５億６，６４７万円
　　　　　　（９．８％）

　借金の返済　８億５，０８６万円
　　　　　　　　（１４．６％）

　物件費　９億４，０９４万円
　　　　　　（１６．２％）

維持補修費　　３，３２０万円
　　　　　　　　　（０．６％）

補助金・負担金等　１１億８，８９９万円
　　　　　　　　　　　 （２０．５％）

投資・出資・貸付金
　１，６２０万円（０．３％）

繰出金　５億８，１９３万円（１０．０％）

普通建設事業費
　3億４，７６０万円（６．０％）

その他　１，０９８万円（０．２％）

会　　計　　名 平成２１年度 平成２０年度 対前年比 議決結果
一　般　会　計 ５８億　 ４６９万円 ５８億６, ３７６万円 ９９．０ 賛成６反対５で可決

特

別

会

計

国民健康保健事業 ２０億５，２２７万円 ２０億６，７４１万円 ９９．３ 賛成９反対２で可決
老人保健 １，３９４万円 ２億２，８５０万円 ６．１ 賛成10反対１で可決
後期高齢者医療 ２億５，５７２万円 ２億　 ５３１万円 １２４．６ 賛成８反対３で可決
住宅新築資金等 １３５万円 １３６万円 ９９．３ 賛成10反対１で可決
流域関連公共下水道事業 ７億２，５５９万円 ７億６，５９８万円 ９４．７ 全員賛成で可決
かんがい施設維持管理運営費 ５，０７８万円 ４，８１３万円 １０５．５ 全員賛成で可決
谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 ９５１万円 １，３５３万円 ７０．３ 全員賛成で可決

水道事業会計
収益的収入 ３億１，７１６万円 ３億４，９２９万円 ９０．８

全員賛成で可決
収益的支出 ３億１，５４８万円 ３億４，６６８万円 ９０．０

病院事業会計
収益的収入 ２７億３，５８２万円 ２７億４，０５７万円 ９９．８

全員賛成で可決
収益的支出 ２７億３，５３３万円 ２７億３，６５７万円 １００．０

介護老人保健施設事業会計
収益的収入 ３億２，００６万円 ３億　 ８０３万円 １０３．９

賛成10反対１で可決
収益的支出 ３億１，９８１万円 ３億　 ７４７万円 １０４．０
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○ 報酬　　　　　　　　 　　　 ４，１１０万円
○ 会議録速記料　　　　　　   　　３２４万円
○ 政務調査費　　　　　　　 　　  ３１２万円
○ 本会議等出務費用弁償　　　　　１０３万円

○ 町有財産管理費用　 　　　 　 　　    ２，７７１万円
○ 文書・広報発行費用　　　　 　   　   ２，８８４万円
○ 交通安全対策費用　　　　　 　 　　   　５２６万円
○ 電子計算機管理費用　　　　　 　   1億 , ４６０万円
○ 住民基本台帳ネットワークシステム・ 　   
     戸籍総合システム機器等使用料など         ６，４１２万円  
○ 衆議院議員選挙等選挙費用　 　   　  　  ８８７万円

○ くらじクリーンセンター負担金     ２億１，２９４万円
○ 病院事業繰出金　　　　　　　　　 　９，３４２万円
○ 合併処理浄化槽整備事業費補助金　  　  １，０８２万円
○ じん芥収集業務委託料　　　　 　   　９，５３９万円
○ 予防接種業務委託料　　　　 　         １，１００万円
○ 衛生センター指定管理料　　　　　    ７，８１０万円
○ 葬祭場指定管理料　 　　　　 　    　 １，８７３万円
○ 妊婦健診委託料　　　　　　  　    　 １，０６７万円
○ 健康増進事業委託料　　　　　 　      １，５００万円

○ 九州労働金庫預託金　 　　　　１，０００万円

歳 出  予算額

５８億   ４６９万円
（100％）

総務費
7億 9,668 万円

　　（13.7％）

民生費
19億 1,756 万円

　　（33.0％）

衛生費
6億 7,187 万円
（11.6％）

公債費

8億 5,086 万円

　　（14.7％）

議会費　9,444 万円（1.6％）

予備費　1,000 万円（0.2％）

○ 知的障害者施設支援費　　   　  　     ８，９１４万円
○ 国保会計繰出金　  　　    　　　　    ３，７２５万円
○ 介護保険広域連合負担金　       　 ２億５，１３２万円
○ 乳幼児医療費用　　    　　　 　　　  ５，４６５万円
○ 社会福祉協議会補助金　　      　 　   ３，５００万円
○ 後期高齢者医療療養給付費負担金　 １億９，７４１万円
○ 総合福祉センター指定管理料　　 　　８，０６５万円
○ 私立保育所運営費負担金　　　　 　　９，３７３万円

労働費　1,000 万円（0.2％）

一般会計予算　の使いみち一般会計予算　の使いみち
議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費
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労
働
費

○ 商工会補助金　　　 　　　　　　　　６００万円
○ 産業まつり補助金　　　　　　　　    ２００万円
○ 西川線、中山・中間線路線バス運行負担金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　   １，６４６万円

○ ひびき信用金庫預託金　　　　　 　　５００万円
○ JRバス廃止に伴う代替バス補助金        ４６２万円

○ 総合福祉センター建設等に借り入れた借金の返済
　　元金　　　　    ７億４，６７２万円
　　利子　　　　    １億　  ４１４万円

歳 出  予算額

５８億   ４６９万円

衛生費
6億 7,187 万円
（11.6％）

土木費

5億 9,326 万円

 　　（10.2％）

消防費
3億  655 万円
 　　（5.3％）

教育費
４億1,888万円
 　　（7.2％）

公債費

8億 5,086 万円

　　（14.7％）

農林水産業費　8,582 万円（1.5％）

商工費　4,877 万円（0.8％）

○ 外国青年招致事業費　　　　　　　　 ５１４万円
○ 文化財保護に伴う経費　　　　　    　１５９万円
○ 学校施設警備委託料　　　　　　　　 ８０４万円
○ 体育施設の維持・管理経費　　　　１，２９５万円
○ 町民体育祭報償費　　　　　 　  　　 １８５万円
○ 学校給食に伴う経費　　 　　　 　 ５，２２７万円
○ 耐震診断委託料　　　　 　　　 　 ４，８８１万円

一般会計予算　の使いみち一般会計予算　の使いみち

商工費

○ 道路改築事業地元負担金　 　　　      ９７５万円
○ （仮称）筑豊インターチェンジ・アクセス道路負担金　　　
　　　　    　　　　　　　　　　 １億４，３５０万円
○ 公共下水道会計への繰出金　　 １億８，４９３万円
○ 町営住宅管理費　　　　　　　 　　３，７２７万円
○ 公園整備事業費　　 　  　　　　　１，１４７万円
○ 用排水路費　　  　　　　　　　　 １，３７８万円
○ 急傾斜地崩壊対策事業費  　　 　　１，９４３万円
○ 治水堤防費　　　　　　　　　　　　 ７３４万円
○ ため池等整備事業費　　　　　　 　　1００万円
○ 山田川水利組合負担金　　　　　 　　７００万円

土木費

教育費

借金の返済

○ 直鞍広域消防事務組合負担金　  2 億７，１３４万円
○ 防火水槽新設工事費　　　　　　　    ５００万円
○ 消防団員の報酬・費用弁償等　　　２，４６０万円
○ 防犯灯整備工事費　　 　　　　　　　１００万円

消防費
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○ 計画転作互助方式推進事業補助金　　    １，８２６万円
○ 競争力ある土地利用型農業育成事業補助金    １，１０９万円
○ 農地・水・環境保全向上活動支援事業補助金　　 １２６万円

農林水産業費



　

危
機
的
な
状
況
に
な
っ
て

い
る
町
の
財
政
を
再
建
す
る

た
め
に
は
、
新
た
な
行
財
政

改
革
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
、
町
職
員
自
ら
が
率
先
し

て
身
を
削
り
、
痛
み
を
感
じ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
町
民
と
と
も
に
改
革
を

進
め
て
い
く
姿

勢
を
示
す
た

め
、
条
例
が
制

定
、
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
制
定
、

改
正
に
よ
っ

て
、
平
成
22
年

３
月
ま
で
の
１

年
間
、
町
立
病

院
の
医
師
を
除

く
一
般
職
職
員

及
び
水
道
事
業

企
業
職
員
の

給
与
月
額
が

３
％
、
管
理
職
手
当
は
10
％

減
額
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
５
年
を
超
え
る
持

ち
家
の
職
員
に
支
給
さ
れ
て

い
た
住
居
手
当
、
及
び
平
成

22
年
度
廃
止
と
さ
れ
て
い
た

地
域
手
当
１
％
も
、
１
年
前

倒
し
し
て
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

特
別
職
は
、
昨
年
４
月
よ

り
減
額
措
置
を
し
て
い
ま
す

が
、
危
機
的
な
町
の
財
政
状

況
の
中
、
特
別
職
が
率
先
し

て
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む

姿
勢
を
示
し
、
一
般
職
職
員

と
一
緒
に
な
っ
て
財
政
の
健

全
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
特
別
職
の
給
与
に

つ
い
て
も
減
額
す
る
こ
と
と

し
て
、
条
例
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
平
成
22

年
３
月
ま
で
の
１
年
間
給
料

月
額
か
ら
、
町
長
20
％
、
副

町
長
14
％
、
教
育
長
10
％
を
、

そ
れ
ぞ
れ
減
額
し
、
併
せ
て
、

こ
の
間
支
給
さ
れ
る
期
末
手

当
を
50
％
減
額
し
ま
す
。

条例の制定・改正
今議会では新規条例案１件、条例改正案９件が審議されました。

賛
成
７
・
反
対
４
で
可
決

条例制定、改正による職員給与変更点
●一般職員
　条例に定める給料月額×（１．０－０．０３）＝給料月額

●管理職職員

　条例に定める給料月額×（１．０－０．０３）＝給料月額　
　給料月額×管理職手当支給率×（１．０－０．１）＝管理職手当

●住居手当（5年を超える持ち家の場合 )
　月額　１，０００円　→　廃　止

●地域手当

　給料、扶養手当及び管理職手当の合計×０．０１　→　廃　止

反
対
討
論

　

削
減
率
３
％
の
根
拠
も

明
確
に
な
っ
て
い
な
い

中
、
職
員
の
給
与
を
引
き

下
げ
る
こ
と
で
財
政
状
況

が
改
善
す
る
と
い
う
こ
と

も
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

生
活
給
で
す
か
ら
、
職

員
の
給
与
を
扱
う
の
は
最

後
に
し
な
い
と
い
け
な
い

は
ず
で
す
。

　

職
員
の
給
与
を
扱
う
こ

と
に
つ
い
て
反
対
し
ま

す
。

（
宇
田
川　

亮
）

一
般
職
職
員
等
の
給
与
を
減
額

　
　

〜
一
般
職
職
員
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
〜

　
　

〜
一
般
職
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
等
改
正
〜

反
対
討
論

　

労
使
確
認
書
は
、
町
長

と
自
治
労
鞍
手
町
職
員
労

働
組
合
執
行
委
員
長
と
の

間
で
確
認
さ
れ
た
も
の
で

す
。
そ
の
協
議
内
容
が
、

事
情
が
変
わ
っ
た
か
ら
変

わ
る
と
言
う
の
な
ら
、
今

回
の
合
意
事
項
も
変
わ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
条
例
案
は
、
一
方

的
に
３
％
を
削
減
す
る
も

の
で
、
職
員
の
生
活
が
脅

か
さ
れ
、
労
使
間
に
大
き

な
不
信
を
生
ん
だ
と
い
う

点
で
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

　
（
香
原　

暹
）

反
対
討
論

　

町
財
政
に
対
す
る
見
通

し
の
甘
さ
や
横
領
さ
れ
た

所
得
税
や
住
民
税
を
、
返

済
計
画
も
立
て
ず
に
支
出

し
た
た
め
、
当
初
予
算
編

成
で
財
源
不
足
と
な
り
、

職
員
に
給
与
３
％
削
減
を

一
方
的
に
押
し
付
け
た
条

例
案
で
す
。

　

労
使
交
渉
の
結
果
、
歩

み
寄
り
は
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
今
提
案
さ
れ
て
い
る

条
例
案
に
は
、
ま
だ
そ
の

内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
反
対
し
ま

す
。　
　
（
岡
﨑　

邦
博
）

特
別
職
の
給
与
を

減
額

〜
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

　

関
す
る
条
例
等
の
特
例
を

　

定
め
る
条
例
改
正
〜

賛
成
10
・
反
対
１
で
可
決
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平
成
12
年
の
改
正
以
来
据

え
置
か
れ
て
い
た
、
住
民
票

や
印
鑑
証
明
、
納
税
証
明
な

の
交
付
手
数
料
が
、
６
月
１

日
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
住
基
カ
ー
ド
の

交
付
手
数
料
は
、
平
成
21
年

６
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
、
無
料
と

な
り
ま
す
。

　

３
年
間
で
国
の
徴
収
基
準

の
９
割
に
近
づ
け
る
た
め
保

育
料
を
改
正
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
が
最
終
段
階
の
改

正
で
す
。

　

ま
た
、
第
３
子
以
降
の
児

童
に
係
る
保
育
料
を
、
今
回

の
改
正
に
合
わ
せ
て
無
料
に

し
て
い
ま
す
。

　

第
４
次
総
合
計
画
に
基
づ

く
町
の
各
種
施
策
に
つ
い

て
、
費
用
対
効
果
は
ど
う
か
、

取
り
組
む
順
位
な
ど
は
適

切
か
、
よ
り
効
果
的
に
展
開

さ
れ
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い

て
、
町
民
の
視
点
に
立
っ
た

評
価
を
行
う
た
め
「
外
部
評

価
委
員
会｣

が
設
置
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

で
は
、
人
権
侵
害
な
ど
が
発

生
し
た
場
合
、
男
女
共
同
参

画
推
進
委
員
が
救
済
を
図
る

た
め
協
議
す
る
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
推
進
委
員
の
日
額
報

酬
が
２
万
円
と
決
ま
り
ま
し

た
。

　

国
家
公
務
員
の
勤
務
時
間

に
準
じ
て
、
平
成
21
年
４
月

１
日
か
ら
町
職
員
の
勤
務
時

間
が
、
１
日
８
時
間
か
ら
７

時
間
45
分
に
変
わ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
役
場
の
開
設
時
間

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
票
な
ど
の
交
付
手
数
料
を
値
上
げ　
　

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
手
数
料
条
例
〜

賛
成
９
・
反
対
２
で
可
決

改正後の手数料 (変更分 )

手数料の名称 改正前 改正後 手数料の名称 改正前 改正後

住民票の交付 ２００円 ３００円 印鑑登録証明書交付 ２００円 ３００円

住民票記載事項証明書 ２００円 ３００円 認可地縁団体印鑑登録に関する証明書 ２００円 ３００円

住民票の閲覧 ２００円 ３００円 埋火葬に関する証明 ２００円 ３００円

戸籍の附票(除附票含む) ２００円 ３００円 納税証明 ２００円 ３００円

住民基本台帳カード
の交付及び再交付（注1） ５００円 ５００円 公簿等謄写 ２００円 ３００円

身分証明書 ２００円 ３００円 公簿等閲覧 ２００円 ３００円

登録原票記載事項
証明書 ２００円 ３００円 その他の証明 ２００円 ３００円

（注 1）住基カードは、平成２１年６月１日～平成２３年３月３１日の間は無料。

保
育
料
を
値
上
げ

　

〜
保
育
料
徴
収
条
例
〜

賛
成
10
・
反
対
１
で
可
決

行
政
運
営
の
適
否
を
評
価
す
る
外
部
評
価

委
員
会
を
設
置　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
附
属
機
関
設
置
条
例
〜

賛
成
６
・
反
対
５
で
可
決

反 対 討 論
　鞍手町で住民の負担が軽いのは、この手数料だ
けです。今回の改正は、他の市町村の料金に合わ
せるといった、横並びの理由しかありません。
　不況で生活が大変な中、手数料の値上げは、住
民の負担が増すことになるので反対します。

（香原　暹）

　

若
い
職
員
が
精
力
的
に
研

究
会
を
行
い
、
そ
の
中
で
外

部
評
価
の
導
入
を
求
め
る
の

は
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
外
部
評
価
委
員

会
の
立
ち
上
げ
に
関
し
て
は

監
査
法
人
が
入
る
こ
と
が
前

提
で
、
多
額
な
費
用
が
か
か

る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど

の
位
の
効
果
が
出
る
の
か
の

見
通
し
も
な
い
。

　

最
初
か
ら
監
査
法
人
が
入

り
、
多
額
な
お
金
が
必
要
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
こ
の
点

に
つ
い
て
は
反
対
し
ま
す
。

（
宇
田
川　

亮
）

　

鞍
手
町
の
逼ひ
っ
ぱ
く迫
し
た
、
予

断
を
許
さ
な
い
財
政
状
況
を

考
え
れ
ば
、今
回
は
見
送
り
、

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
で

行
財
政
改
革
の
議
論
と
と
も

に
、
現
在
実
施
し
て
い
る
事

業
に
つ
い
て
も
議
論
す
る
こ

と
で
行
政
評
価
を
一
歩
前
進

さ
せ
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
協
議
す
れ
ば
よ
く
、

こ
の
時
期
に
４
３
３
万
円
を

か
け
て
新
規
事
業
を
す
る
必

要
は
な
い
と
思
う
の
で
、
反

対
し
ま
す
。（

岡
﨑　

邦
博
）

反　

対　

討　

論

男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
の
報
酬
を
決
定 

〜
非
常
勤
の
者
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
〜

賛
成
10
・
反
対
１
で
可
決

１
日
８
時
間
か
ら

７
時
間
45
分
勤
務
に

 　

〜
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

　

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
〜

全
員
賛
成
で
可
決

平成21年４月30日発行　鞍手町議会だより　№80⑨



　

近
年
の
農
家
戸
数
の
減
少

や
近
隣
市
町
の
農
業
委
員
会

の
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
農

業
委
員
数
を
削
減
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
委
員
の

定
数
は
、
14
人
か
ら
９
人
に

な
り
ま
す
。

　

全
国
的
な
地
価
水
準
の
下

落
や
、
市
町
村
合
併
に
よ
る

市
町
村
区
分
の
改
定
な
ど
に

よ
り
国
道
の
道
路
占
用
料
が

見
直
さ
れ
、
関
連
法
令
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
町
の
行
政

財
産
使
用
料
及
び
道
路
占
用

料
を
改
正
し
ま
し
た
。　

○
駅
管
理
等
の
維
持
管
理
な

　

ら
び
に
乗
車
券
販
売
等
の

　

管
理
運
営
業
務

・
指
定
管
理
者

　

九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

・
指
定
期
間

　

 

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

　

 

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

・
管
理
運
営
の

　

内
容

　

乗
車
券
販
売
、

　

不
足
運
賃
回

　

収
、
自
動
改

　

札
機
・
自
動

　

券
売
機
維
持

　

等
駅
の
管
理

　

運
営
、
管
理

　

棟
の
維
持
管

　

理

○
駐
車
場
の
管
理
運
営
な
ら

　

び
に
駐
輪
場
等
の
施
設
維

　

持
管
理
業
務

・
指
定
管
理
者

　
　

株
式
会
社

駅
レ
ン
タ
カ
ー
九
州

・
指
定
期
間

　

 
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

　

 

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

・
管
理
運
営
の

　

内
容

　

駐
車
場
管

　

理
運
営
業

　

務
、
駐
輪

　

場
等
の
施

　

設
維
持
管

　

理
及
び
清

　

掃
業
務
等

　

　

福
岡
県
と
県
内
市
町
村

が
、
共
同
し
て
設
置
・
運
営

す
る
「
仮
称　

福
岡
県
共
同

公
文
書
館
」
の
設
置
及
び
管

理
運
営
に
関
す
る
事
務
な
ど

を
、
自
治
振
興
組
合
の
業
務

と
す
る
た
め
、
規
約
が
改
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

鞍
手
町
新
北
北
土
地
改
良

区
に
よ
る
土
地
改
良
事
業
の

結
果
、
大
字
中
山
、
大
字
新

延
、
大
字
木
月
地
内
の
字
の

区
域
の
一
部
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書

１
件
を
全
員
賛
成
で
可
決

し
、
関
係
機
関
宛
送
付
し
ま

し
た
。

【
要
旨
】　

平
成
20
年
９
月
、

社
会
保
険
病
院
や
介
護
保
険

施
設
等
は
、
独
立
行
政
法
人
・

健
康
保
健
福
祉
施
設
整
理
機

構
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。　

　

厚
生
労
働
大
臣
は
、
国
会

の
答
弁
で
、「
整
理
機
構
に

移
す
こ
と
で
、
地
域
の
医
療

を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ

う
、
地
域
の
医
療
が
崩
壊
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
配

慮
す
る
。」
と
発
言
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

社
会
保
険
病
院
「
直
方
中

央
病
院
」
は
、
生
活
習
慣
病

や
膠こ
う
げ
ん原
病
等
の
専
門
医
療
機

関
で
あ
り
、
地
域
の
中
核
的

医
療
機
関
で
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
存
続
し
、
充
実

す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

【
提
出
者
】　 

宇
田
川　

亮　

【
送
付
先
】

　

内
閣
総
理
大
臣 

麻
生 

太
郎

　

財　

  

務 

大
臣 

与
謝
野 

馨

　

厚
生
労
働
大
臣 

舛
添 

要
一

全
員
賛
成
で
可
決

行
政
財
産
使
用
料
、

道
路
占
用
料
を
改
正

 

〜
行
政
財
産
使
用
料
条
例

　

及
び
道
路
占
用
料
条
例
〜

農
業
委
員
が
14
名
か

ら
９
名
に　

〜
農
業
委
員
会
委
員
中
選
挙

　

に
よ
る
委
員
定
数
条
例
〜

全
員
賛
成
で
可
決

社
会
保
険
病
院
「
健
康

保
険
直
方
中
央
病
院｣

の
公
的
な
医
療
機
関
と

し
て
の
存
続
・
充
実
を

求
め
る
意
見
書

意 

見 

書

鞍
手
駅
関
連
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定

　

鞍
手
駅
関
連
施
設
は
、
平
成
16
年
７
月
か
ら
指
定
管
理
者
制

度
が
導
入
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
九
州
及
び
駅
レ
ン
タ
カ
ー
九
州
が
維
持

管
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
３
月
31
日
、
指
定
期
間
が
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、

再
度
両
社
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

中
核
的
医
療
機
関
と
し
て
地
域

医
療
を
支
え
る
直
方
中
央
病
院

そ
の
他
の
議
案 

自
治
振
興
組
合
の
処

理
す
る
事
務
及
び
規

約
の
変
更全

員
賛
成
で
可
決

字
区
域
の
変
更

全
員
賛
成
で
可
決
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平成２０年度補正予算

定
額
給
付
金
や
子
育
て
応
援

手
当
を
給
付

一
般
会
計　

２
億
４
，
２
３
０
万
円
を
追
加

　

次
に
、
補
正
予
算
第
７

号
は
、
国
の
景
気
対
策
と

し
て
決
定
し
た
「
定
額
給

付
金
事
業
」
や
「
地
域
活

性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交

付
金
事
業
」、「
子
育
て
応

援
特
別
手
当
交
付
事
業
」

に
伴
う
経
費
に
つ
い
て
補

正
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
、

現
時
点
で
確
定
し
て
い
る

国
・
県
補
助
金
、
町
税
、

基
金
繰
入
金
及
び
地
方
債

等
を
充
て
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
２
億
４
，
２
３
０
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
65
億
１
，
８
６
７
万
円
と

し
ま
し
た
。　

　

次
の
７
件
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
（
賛
成
10
・
反
対
１
で
可
決)

○
老
人
保
健
特
別
会
計　
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決)

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計 　

 

（
賛
成
９
・
反
対
２
で
可
決)

○
住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会
計            

（
全
員
賛
成
で
可
決)

○
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計（
全
員
賛
成
で
可
決)

○
か
ん
が
い
施
設
維
持
管
理
運
営
費
特
別
会
計

　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決)

○
谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水
利
施
設
維
持
管
理
運
営
費

　

特
別
会
計 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
全
員
賛
成
で
可
決)

一
般
会
計

そ
の
他
の
予
算

歳入（収入）
法人町民税追加 ９８１万円
国庫支出金追加 ３億７，４６８万円
県支出金追加 ９９９万円
財政調整基金繰入金減額 △１億３，７６９万円
町債減額 △８００万円
歳出（支出）
地域活性化・生活対策事業費追加 ７，２３９万円
定額給付金交付事業費追加 ２億９，２９１万円
子育て応援特別手当交付事業費追加 ８５７万円
後期高齢者医療費負担金追加 １，０６３万円
介護保険広域連合負担金減額 △３，２９５万円
住宅管理費減額 △１，０８５万円
都市計画総務費減額 △８，１８９万円

補正の主なもの

　

３
月
定
例
会
に
は
、
２

件
の
一
般
会
計
補
正
予
算

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
第
６
号
は
、

昨
年
10
月
か
ら
の
対
象
年

齢
引
き
上
げ
に
伴
う
乳
幼

児
医
療
費
や
後
期
高
齢
者

医
療
に
か
か
る
経
費
の
追

加
、
ま
た
介
護
保
険
広
域

連
合
の
負
担
金
や
障
害
者

自
立
支
援
費
の
減
額
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

発
送
準
備
が
整
っ
た
「
定
額
給
付
金
申
請
書
」
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問　

団
体
交
渉
は
何
回
し
た

の
か
、
交
渉
が
妥
結
し
な
く

て
も
提
案
で
き
る
の
か
。

答　

２
月
17
日
に
組
合
に
提

案
、
20
日
に
は
職
員
集
会
で

説
明
を
す
る
予
定
で
し
た

が
、
組
合
と
の
都
合
が
合
わ

ず
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
後
も
、
組
合
幹
部
に
は
説

明
し
、
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

妥
結
し
な
い
ま
ま
提
案
す

る
こ
と
は
、
法
に
触
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

人
事
院
勧
告
と
の
関
係

は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

人
勧
は
、
こ
れ
ま
で
も

国
家
公
務
員
準
拠
で
き
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
１
年
間
だ

け
給
与
カ
ッ
ト
を
し
、
人
勧

は
国
に
準
じ
る
と
い
う
考
え

を
持
っ
て
い
ま
す
。

問　

な
ぜ
特
別
職
の
給
与
削

減
は
期
限
付
き
な
の
か
。

答　

現
町
長
の
在
任
期
間
中

と
い
う
こ
と
で
す
。

問　

行
財
政
改
革
集
中
改
革

プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
財
政
を

立
て
直
す
べ
き
な
の
に
、
安

易
に
職
員
給
与
の
見
直
し
を

す
る
と
い
う
の
は
い
か
が
な

も
の
か
。

　

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

は
20
年
度
１
度
も
開
か
れ
て

い
な
い
が
、
委
員
会
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
は
、
毎
年
１
回
行
革

委
員
会
を
開
催
し
、
こ
れ
ま

で
の
実
施
状
況
の
報
告
や
見

直
し
を
審
議
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年

も
そ
の
予
定
で
し
た
が
、
公

金
横
領
事
件
が
発
生
し
、
開

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
本
年
度
は
で
き
る
だ
け

早
く
委
員
会
を
開
催
し
、
十

分
説
明
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

問　

削
減
率
３
％
の
根
拠

と
、
医
師
を
除
い
た
理
由
は
。

答　

３
％
は
、
状
況
等
を
総

合
的
に
判
断
し
、
試
算
を
し

て
、
内
部
で
検
討
し
た
結
果

で
す
。

　

医
師
を
除
い
た
の
は
、
町

立
病
院
の
医
師
確
保
に
苦
労

し
て
い
る
の
で
、
町
長
の
判

断
で
決
め
ま
し
た
。

問　

労
使
間
で
ど
の
よ
う
な

内
容
の
確
約
書
が
あ
る
の
か
。

答　

お
互
い
誠
意
を
持
っ
て

話
し
合
い
を
す
る
と
い
う
確

認
書
は
あ
り
ま
す
が
、
組
合

が
合
意
し
な
い
場
合
、
執
行

部
は
議
案
提
出
し
な
い
と
い

う
約
束
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

平
成
19
年
11
月
の
労
使

確
認
書
に
は
、「
給
与
及
び

勤
務
条
件
に
つ
い
て
は
、
国
、

県
及
び
他
の
地
方
公
共
団
体

の
事
情
を
考
慮
す
る
と
と
も

に
、
鞍
手
町
の
財
政
状
況
を

根
底
に
置
き
、
労
使
間
で
協

議
し
て
決
定
し
て
い
く
」
と

書
い
て
い
る
。
労
使
間
で
決

定
し
て
い
な
い
状
況
で
議
案

を
出
せ
ば
、
組
合
の
約
束
違

反
と
い
う
認
識
も
間
違
っ
て

い
な
い
の
で
は
。

答　

職
員
団
体
に
決
定
権
は

な
く
、
議
会
に
あ
る
の
で
す
。

　

町
民
に
厳
し
い
負
担
を
お

願
い
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
、「
１
年
間
一
緒
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」
と
お
願
い

し
て
き
ま
し
た
。

問　

町
の
職
員
団
体
は
、
地

方
公
務
員
法
上
の
職
員
団
体

と
認
め
る
か
。
ま
た
、
上
下

水
道
及
び
病
院
職
員
は
、
労

働
組
合
法
に
よ
る
労
働
組
合

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
の
か
。

答　

登
録
し
た
団
体
で
す
か

ら
、
職
員
団
体
と
し
て
認
識

し
て
い
ま
す
。
病
院
や
現
業

に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
組
合

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
労

働
組
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

妥
協
の
考
え
も
な
い
ま

ま
、
形
式
的
に
交
渉
を
重
ね

る
だ
け
な
ら
ば
、
不
当
労
働

行
為
に
当
た
る
の
で
は
な
い

か
。

答　

交
渉
に
際
し
て
は
、
執

行
部
が
し
て
い
る
こ
と
は
、

法
律
に
違
反
し
て
い
な
い
か

再
三
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
件
で
、
法
律
に
反
し

て
い
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

問　

妥
協
す
る
気
持
ち
を

持
っ
て
協
議
を
重
ね
、
交
渉

に
臨
ん
で
頂
き
た
い
。
こ
の

議
案
を
取
り
下
げ
る
気
は
な

い
か
。

答　

取
り
下
げ
る
気
持
ち
は

あ
り
ま
せ
ん
。
話
し
合
い
は

し
ま
す
が
、
労
使
交
渉
は
協

議
を
進
め
る
と
い
う
の
が
基

本
姿
勢
で
、
妥
協
が
目
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

外
部
評
価
委
員
会
の
構

成
と
そ
の
中
身
、
回
数
等
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

委
員
は
、
専
門
委
員
１

名
、
推
薦
委
員
４
名
、
公
募

委
員
２
名
の
計
７
名
を
考
え

議　案　質　疑
今議会の議案質疑は、会議時間を延長し、熱心な質疑が行われました。

会議時間を延長し、６時間余り行われた議案質疑

附
属
機
関
設
置
条
例

の
改
正

一
般
職
職
員
等
の
給
与

の
特
例
に
関
す
る
条
例

■ 
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て
い
ま
す
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
７
月

中
旬
ま
で
に
１
次
評
価
、
９

月
末
ま
で
に
外
部
評
価
を
入

れ
た
２
次
評
価
を
行
い
、
そ

の
後
町
長
に
報
告
、
公
表
す

る
と
と
も
に
、
評
価
の
内
容

は
、
新
年
度
予
算
に
反
映
す

る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

問　

総
合
計
画
に
掲
げ
る
ソ

フ
ト
事
業
、
ハ
ー
ド
事
業
を

評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
今
の
財
政
状
況
の
中
で
、

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
評
価

が
で
き
る
の
か
。

答　

行
政
評
価
は
総
合
計
画

に
基
づ
い
て
や
っ
て
い
ま

す
。
集
中
と
選
択
で
徹
底
し

た
歳
出
削
減
を
図
る
目
的
も

あ
り
、
こ
の
中
で
事
業
の
優

先
順
位
が
決
め
ら
れ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　

行
政
評
価
を
町
民
の
視

点
に
立
っ
て
行
う
の
な
ら
、

町
民
を
集
め
て
委
員
会
を
構

成
し
、
そ
の
中
で
評
価
を
す

れ
ば
い
い
の
で
は
。

答　

今
回
き
ち
ん
と
し
た
評

価
を
し
な
け
れ
ば
、
将
来
行

政
評
価
の
意
義
が
な
く
な
る

と
い
う
こ
と
で
、
民
間
の
シ

ン
ク
タ
ン
ク
を
入
れ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

問　

今
回
の
改
正
は
、
公
金

横
領
事
件
と
関
係
が
あ
る
の

か
。

答　

事
件
に
対
す
る
監
督
責

任
の
減
額
分
は
本
年
３
月
31

日
ま
で
で
、
４
月
か
ら
の
分

は
財
政
対
策
と
い
う
こ
と
で

す
。

問　

な
ぜ
、
住
居
手
当
や
地

域
手
当
ま
で
廃
止
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
。

答　

国
家
公
務
員
の
住
居
手

当
（
持
ち
家
）
は
す
で
に
廃

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
手

当
に
つ
い
て
は
、
鞍
手
町
は

支
給
対
象
地
域
と
な
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
年
度
ま
で

１
％
を
支
給
す
る
予
定
で
し

た
。
こ
れ
を
今
回
、
財
政
上

の
理
由
か
ら
前
倒
し
て
削
減

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

問　

退
職
手
当
引
当
金
の
理

由
は
。

答　

早
期
退
職
者
が
１
名

と
、
死
亡
退
職
者
が
１
名
あ

り
ま
し
た
。

問　

用
地
買
収
費
が
減
額
さ

れ
て
い
る
が
、
用
地
買
収
が

で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

用
地
買
収
で
、
合
意
に
至
っ

て
い
な
い
分
で
す
。

問　

地
域
活
性
化
緊
急
安
心

実
現
総
合
対
策
交
付
金
事
業

と
は
、
ど
ん
な
も
の
な
の
か
。

答　

昨
年
８
月
30
日
以
降
の

安
心
実
現
の
た
め
の
事
業
に

対
し
て
、
国
が
補
助
金
を
交

付
す
る
事
業
で
す
。

　

本
町
で
は
、
南
・
北
中
学

校
の
防
犯
灯
工
事
、
中
央
公

民
館
及
び
北
中
学
校
除
草
工

事
等
に
充
て
て
い
ま
す
。

問　

法
人
町
民
税
が
増
と

な
っ
て
い
る
理
由
は
。

答　

２
月
末
の
確
定
申
告
予

定
法
人
が
28
社
、
３
月
末
が

５
社
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
る

程
度
確
実
な
金
額
で
補
正
し

て
い
ま
す
。

問　

土
地
売
払
い
収
入
は
、

ど
こ
の
土
地
を
売
却
し
た
も

の
か
。

答　

中
山
と
新
北
の
町
有
地

を
売
却
し
た
分
で
す
。

問　

地
域
活
性
化
生
活
対
策

臨
時
交
付
金
事
業
の
具
体
的

中
身
は
。

答　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理

機
器
購
入
や
下
水
処
理
、
調

理
室
の
空
調
整
備
、
古
月
小

学
校
の
高
架
水
槽
補
修
や
体

育
館
屋
上
防
水
工
事
、
室
木

小
学
校
の
給
食
リ
フ
ト
改
修

工
事
な
ど
で
す
。

問　

臨
時
交
付
金
事
業
の
対

象
範
囲
は
。

答　

生
活
対
策
と
し
て
、
地

域
の
活
性
化
等
に
資
す
る
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
関
す
る
事
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

子
育
て
応
援
事
業
の
対

象
年
齢
は
。

答　

18
歳
以
下
の
子
ど
も
が

２
人
以
上
い
る
場
合
の
、
３

歳
以
上
就
学
前
ま
で
で
す
。

問　

定
額
給
付
金
の
支
給

は
、
な
ぜ
４
月
下
旬
か
ら
な

の
か
。

答　

補
正
予
算
の
議
決
後
、

申
請
書
を
発
送
す
る
こ
と
に

し
た
こ
と
、
ま
た
、
郵
便
局

と
金
融
機
関
と
の
調
整
も

あ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
時
期

に
な
り
ま
し
た
。

問　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

制
度
で
は
、
１
年
間
滞
納
す

れ
ば
資
格
証
明
書
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
滞
納

者
は
い
る
の
か
。
ま
た
滞
納

が
１
年
を
超
え
た
場
合
ど
う

取
り
扱
う
の
か
。

答　

滞
納
者
は
い
ま
せ
ん
。

　

資
格
証
の
発
行
に
つ
い
て

は
、
広
域
連
合
は
、
先
ず
市

町
村
に
状
況
の
確
認
を
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

よ
ほ
ど
悪
質
な
滞
納
で
な

い
限
り
、
資
格
証
の
件
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

問　

19
年
度
決
算
で
は
、
20

年
度
で
間
違
い
を
修
正
す
る

と
答
弁
し
て
い
た
が
、
ど
の

よ
う
に
修
正
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
解
約
し
た
日
興

証
券
の
６
億
円
分
は
、
ど
の

よ
う
に
預
け
て
い
る
の
か
。

答　

日
興
証
券
の
６
億
円
分

は
、
満
期
に
な
っ
た
の
で
、

他
の
分
と
合
わ
せ
て
農
協
の

定
期
預
金
に
し
て
い
ま
す
。

　

修
正
に
つ
い
て
は
、
補
正

に
上
が
っ
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。

特
別
職
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
特

例
を
定
め
る
条
例

一
般
職
職
員
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例
等

の
改
正

一
般
会
計
（
６
号
補
正
）

平
成
20
年
度
補
正
予
算

一
般
会
計
（
７
号
補
正
）

後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計

交付金事業で防水工事が行われる古月小の体育館

■ ■ 

■ 

■ 

■ 

か
ん
が
い
施
設
維
持
管

理
運
営
費
特
別
会
計
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問

修
正
は
補
正
に
あ
が
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

６
千
万
円
と
４
千
万
円

に
分
け
て
西
日
本
シ
テ
ィ
銀

行
に
預
け
て
い
た
分
の
利
子

全
て
を
、
か
ん
が
い
施
設
基

金
と
し
て
処
理
し
て
い
ま
す
。

問　

谷
山
池
の
基
金
に
入
っ

て
い
る
も
の
を
一
旦
出
す
と

い
う
こ
と
は
、
議
決
要
件
と

思
う
が
。

答　

基
金
は
財
産
で
あ
り
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
上

部
団
体
の
意
見
等
を
聞
い
て

も
、
予
算
計
上
す
る
必
要
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

問　

保
育
所
の
エ
ア
コ
ン
の

設
置
場
所
は
ど
こ
か
。　

答　

遊
戯
室
は
広
す
ぎ
て
経

費
が
か
さ
む
た
め
、
保
育
室

の
中
で
一
番
広
い
と
こ
ろ
に

設
置
し
ま
す
。

問　

そ
の
場
所
に
設
置
す
る

こ
と
で
、
全
児
童
が
給
食
、

昼
寝
に
も
使
え
る
よ
う
に
な

る
の
か
。

答　

一
つ
増
え
る
こ
と
で
、

十
分
対
応
で
き
ま
す
。

問　

保
育
所
の
民
営
化
に

よ
っ
て
、
財
政
的
に
は
ど
の

く
ら
い
の
削
減
効
果
が
出
た

の
か
。

答　

20
年
度
と
21
年
度
の
歳

入
歳
出
で
比
較
す
る
と
、
４
，

６
４
０
万
３
千
円
の
負
担
減

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
人

数
が
減
っ
て
い
る
の
で
、
交

付
税
が
減
額
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

問　

く
ら
じ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
負
担
金
が
増
額
に
な
っ

た
理
由
は
。
そ
れ
と
、
指
定

ゴ
ミ
袋
販
売
取
扱
業
務
委
託

料
、
じ
ん
芥
収
集
業
務
委
託

料
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の

か
。

答　

負
担
増
は
、
じ
ん
芥
組

合
の
収
入
減
に
よ
り
市
町
負

担
金
が
増
と
な
っ
た
も
の
で

す
。
ゴ
ミ
袋
販
売
委
託
料
は

約
16
万
円
の
増
額
、
収
集
業

務
委
託
料
は
約
１
０
１
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
す
。

問　

今
回
、
新
た
に
事
業
所

も
ゴ
ミ
袋
を
出
す
と
い
う
こ

と
だ
が
、
指
定
ゴ
ミ
袋
等
手

数
料
は
、
ど
の
く
ら
い
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

答　

52
事
業
所
の
指
定
有

料
ゴ
ミ
袋
導
入
に
伴
い
、

８
４
５
万
８
千
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

問　

事
業
所
ゴ
ミ
に
つ
い
て

は
自
己
責
任
で
処
理
す
る
こ

と
と
い
う
法
律
も
あ
る
の

で
、
そ
の
分
も
見
据
え
た
、

別
の
値
段
設
定
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答　

ゴ
ミ
袋
の
値
段
は
１
市

２
町
で
合
わ
せ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
中
で
整
合
性
を
取

ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

問　

イ
ン
タ
ー
関
連
の
用
地
買

収
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

買
収
の
見
通
し
は
。

答　

あ
る
程
度
合
意
は
で
き

て
い
ま
す
。
供
用
開
始
が
近

づ
い
て
い
ま
す
の
で
、
早
急

に
進
め
な
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　

耐
震
診
断
は
、
ど
の
学

校
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答　

剣
南
小
、
剣
北
小
、
古

月
小
、
新
延
小
、
鞍
手
南
中
、

鞍
手
分
校
の
校
舎
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

問　

耐
震
診
断
の
財
源
は
産

炭
地
域
活
性
化
基
金
助
成
金

と
い
う
こ
と
だ
が
、
診
断
後

の
残
額
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

耐
震
診
断
の
結
果
、
工

事
を
要
す
る
所
が
出
た
ら
、

こ
の
基
金
を
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　

法
人
税
で
１
，
０
９
２
万

円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
ど
の
く
ら
い
減
額
と
な

る
見
通
し
な
の
か
。

答　

法
人
町
民
税
は
予
定
納

税
を
し
ま
す
の
で
、
確
定
申

告
で
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
21
年
度
に
な
る
と

影
響
が
出
て
く
る
可
能
性
が

あ
り
、
１
千
万
超
を
減
額
し

て
い
ま
す
。

問　

町
税
の
滞
納
額
が
増
え

て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

答　

町
は
、
預
貯
金
調
査
や

催
告
書
送
付
な
ど
滞
納
額
縮

減
に
努
力
し
て
い
ま
す
が
、

納
め
て
い
た
だ
け
な
い
方
が

増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
今
後
は
、
き
ち
ん
と
手

順
を
踏
ん
だ
上
で
、
不
動
産

の
差
し
押
さ
え
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

問　

納
め
な
い
人
が
増
え
た

の
は
、
横
領
事
件
が
関
係
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

横
領
事
件
の
影
響
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
と
は
思
い

ま
す
が
、
原
因
の
追
跡
や
分

析
ま
で
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　

横
領
に
関
す
る
事
故
補

填
金
は
、
こ
の
予
算
に
反
映

し
て
い
な
い
よ
う
だ
が
。

答　

監
査
委
員
に
よ
っ
て
請

求
す
べ
き
額
が
確
定
さ
れ
、

収
入
額
が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
計
上
す
べ
き
も
の
と
考
え

ま
す
の
で
、
当
初
予
算
に
は

上
げ
て
い
ま
せ
ん
。

問　

退
職
手
当
債
は
、
際
限

な
く
借
り
ら
れ
る
の
か
。
ま

た
、
そ
の
返
済
方
法
は
。

答　

退
職
手
当
債
は
、
団
塊

の
世
代
の
退
職
に
伴
い
、
18

年
度
以
降
10
年
間
限
定
で
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
起

債
で
す
の
で
、
20
年
間
く
ら

い
で
償
還
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
当
初
予
算

耐震診断が予定されている剣南小学校

エアコンの設置で涼しい中、昼寝ができるようになります

一
般
会
計

■ 
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町
立
野
球
場
の
照
明

施
設
が
老
朽
化
し
、
ナ
イ

タ
ー
使
用
が
で
き
な
い
と

の
こ
と
で
す
が
、
勤
労
者
の

方
た
ち
が
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

を
開
催
し
て
利
用
す
る
こ
と

で
、
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
解

消
で
き
る
重
要
な
施
設
だ
と

思
う
が
、
今
後
の
対
応
は
。

昨
年
８
月
、
保
安

点
検
に
お
い
て
照
明
施
設
１

基
が
感
電
の
危
険
性
が
あ
る

と
報
告
を
受
け
ま
し
た
の
で

全
基
点
検
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
他
の
照
明
も
危
険
な
状

態
と
い
う
こ
と
で
改
修
を
検

討
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
財

政
上
の
理
由
で
平
成
21
年
度

か
ら
や
む
な
く
ナ
イ
タ
ー
運

営
を
中
止
す

る
こ
と
に
し

ま
し
た
。使

用

中
止
と
な
っ

て
い
る
町
民

プ
ー
ル
の
調

査
結
果
と
、

今
後
の
対
応

は
。

調

査
で
は
原
因

を
特
定
出
来

ま
せ
ん
で
し

た
が
、
地
下

の
循
環
パ
イ
プ
か
ら
の
漏
水

と
思
わ
れ
ま
す
。
修
理
に
は

多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
、

現
在
の
財
政
状
況
で
は
手
当

て
で
き
な
い
た
め
、
今
後
も

遊
泳
プ
ー
ル
の
み
の
営
業
と

な
り
ま
す
。

総
務
省
が
推
進
す
る

公
会
計
の
整
備
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
。

基
準
モ
デ
ル
、
総
務

省
方
式
改
定
モ
デ
ル
の
ど
ち

ら
か
を
選
ん
で
連
結
ベ
ー
ス

で
、
①
貸
借
対
照
表
、
②
行

政
コ
ス
ト
計
算
書
、
③
資
金

収
支
計
算
書
、
④
純
資
産
変

動
計
算
書
の
４
つ
の
調
書
を

平
成
23
年
度
ま
で
に
整
備
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

財
政
健
全
化
法
に
合

わ
せ
、
４
表
を
平
成
21
年
度

ま
で
に
整
備
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
鞍
手
町

の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

現
在
担
当
課
を
中
心

に
分
析
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
平
成

21
年
度
中
に
資
産
、
債
務
改

革
の
方
向
性
と
具
体
的
な
施

策
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。町

が
保
有
し
て
い
る

仕
組
債
の
時
価
評
価
額
は
。

　
　
　
　
　
　
　

   

前
田
証

券
の
谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

水
利
施
設
運
営
基
金
１
億
円

の
仕
組
債
は
、
リ
ー
マ
ン

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
口
座
が
凍
結

さ
れ
て
い
る
の
で
、
現
時

点
で
の
時
価
評
価
額
は
算
定

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
２
月

27
日
時
点
で
、
み
ず
ほ
証
券

の
１
億
円
の
仕
組
債
は
８
，

２
５
９
万
６
千
円
、
野
村
證

券
か
ら
の
か
ん
が
い
施
設
運

営
基
金
３
億
円
の
仕
組
債
は

１
億
６
，
４
５
５
万
円
で
す
。

公
会
計
制
度
で
、
こ

の
５
億
円
は
ど
の
よ
う
に
計

上
さ
れ
る
の
で
す
か
。

満
期
ま
で

保
有
す
る
意
図
を
も
っ
た
債

権
は
取
得
原
価
に
よ
る
計
上

に
な
り
ま
す
の
で
、
前
田
証

券
、
み
ず
ほ
証
券
の
１
億
円

分
は
取
得
原
価
を
資
産
の
部

に
全
額
計
上
に
な
り
ま
す
。

野
村
證
券
の
３
億
円
分
は
、

最
終
償
還
方
法
が
円
換
算
で

は
な
い
の
で
、
今
後
県
と
協

議
し
な
が
ら
適
切
に
処
理
し

ま
す
。

町
の
公
会
計
整
備
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

町
が
保
有
す
る
仕
組

債
の
時
価
評
価
額
は

質
問

教
育
長

質
問

教
育
長

質
問

質
問

町
長

質
問

会
計
収
納
対
策
課
長

3 人の議員が
一 般 質 問

知りたいこと
 　　　　望むこと

老
朽
化
の
た
め
使
用
が
出
来
な
く
な
っ
た
町
立
野
球
場
の

照
明
設
備

野
球
場
の
ナ
イ
タ
ー
と
競
泳
プ
ー
ル
の
使

用
が
で
き
な
い
が
、
今
後
の
対
応
は

野
球
場
は
昼
間
の
み
、
プ
ー
ル
は
遊
泳
プ
ー

ル
の
み
の
営
業
と
な
り
ま
す　

(

教
育
長)

岡﨑　邦博　議員

質
問

企
画
財
政
課
長
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鞍
手
町
は
仕
組
債
を

購
入
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す

か
。
或
い
は
、
仕
組
預
金
を

導
入
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、

金
額
及
び
条
件
を
含
め
て
導

入
経
緯
の
説
明
を
。

 

仕
組

預
金
は
導
入
し
て
い
ま
せ
ん
。

仕
組
債
は
、
元
会
計
管
理
者

と
元
職
員
が
、
低
金
利
時
代

に
元
本
が
確
保
さ
れ
、
高
金

利
が
期
待
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
購
入
を
検
討
し
た
も
の

で
す
。
前
田
証
券
か
ら
購
入

し
た
１
億
円
の
仕
組
債
は
、

約
定
の
際
、
元
職
員
が
会
計

管
理
者
印
を
無
断
で
押
印
し

て
い
ま
す
。
み
ず
ほ
証
券
か

ら
購
入
し
た
１
億
円
分
に
つ

い
て
は
、
正
規
の
手
続
き
で

購
入
し
て
い
ま
す
。
野
村
証

券
か
ら
購
入
し
た
３
億
円
の

仕
組
債
に
つ
い
て
は
、
町
長
、

副
町
長
の
内
諾
は
受
け
た
も

の
の
正
式
な
決
裁
を
受
け
る

こ
と
な
く
、
無
断
で
町
長
印

を
押
印
し
、
購
入
し
て
い
ま

す
。
み
ず
ほ
証
券
か
ら
購
入

し
た
１
億
円
分
以
外
は
、
犯

罪
行
為
に
よ
っ
て
約
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。

仕
組
債
で
運
用
す
る

こ
と
は
極
め
て
ハ
イ
リ
ス
ク

で
あ
り
、
リ
ス
ク
管
理
の
説

明
が
な
い
ま
ま
導
入
す
る
こ

と
は
問
題
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　

効
率
的

な
財
政
運
営
を
行
う
と
い
う

見
地
か
ら
基
金
で
仕
組
債
を

購
入
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
、

金
融
市
場
の
混
乱
と
急
激
な

円
高
に
よ
り
多
額
の
含
み
損

を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

仕
組
債
は
、
特
定
の
条
件
に

よ
り
変
動
す
る「
ハ
イ
リ
ス
ク・

ハ
イ
リ
タ
ー
ン
」
の
商
品
で
、

リ
ス
ク
の
説
明
を
受
け
ず
に

資
金
運
用
を
し
た
こ
と
は
遺

憾
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
公
金
管
理
と
運
用
に

つ
い
て
は
、
徹
底
し
た
リ
ス

ク
管
理
も
含
め
、
安
全
性
の

確
保
を
第
一
と
し
て
効
率
的

に
運
用
を
行
い
ま
す
。

約
定
書
は
見
ま
し
た

か
。
実
損
益
が
確
定
す
る
の

は
30
年
後
だ
か
ら
、
鞍
手
町

が
存
在
し
て
い
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
リ
ス
ク
管
理
の

在
り
方
を
含
め
て
町
長
の
答

弁
を
。

私
は
、
約
定
書
は
見

て
い
ま
せ
ん
。
長
期
の
仕
組

債
が
あ
る
と
い
う
説
明
は
受

け
ま
し
た
。
そ
の
辺
は
、
決

裁
で
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
元
職

員
が
私
の
決
裁
な
し
に
購
入

し
て
い
た
の
で
す
。
今
後
勉

強
し
て
、
そ
う
い
う
も
の
に

手
を
出
さ
な
い
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
ま
す
。

横
領
さ
れ
た
公
金
を

合
わ
せ
る
と
、
標
準
財
政
規
模

の
１
割
以
上
に
も
な
り
ま
す
。

町
長
の
責
任
あ
る
答
弁
を
。

公
金
の
横
領
と
同
様
、

仕
組
債
の
購
入
に
つ
い
て

も
、
私
を
含
め
職
員
の
中
に

公
金
を
扱
っ
て
い
る
と
い
う

認
識
が
欠
け
て
い
た
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
職
員
一

人
ひ
と
り
が
法
令
を
遵
守
し

て
組
織
内
の
危
機
管
理
を
絶

え
ず
見
直
し
、
組
織
の
体
質

改
善
を
図
り
、
再
発
防
止
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
職
員

一
丸
と
な
っ
て
失
っ
た
町
政

の
信
頼
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

最
善
を
尽
く
し
ま
す
。

資
格
証
が
発
行
さ
れ
て

い
る
世
帯
の
18
歳
未
満
の
子
ど

も
に
、
正
規
の
保
険
証
を
交

付
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え
は
。

納
税
が
基
本
で
あ
り
、

無
条
件
で
の
交
付
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

昨
年
12
月
、
国
は
、

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
に
６

カ
月
の
短
期
保
険
証
の
交
付

を
決
め
て
い
る
が
、
町
長
の

考
え
は
。

法
律
の
改

正
に
則
り
、
４
月
１
日
か
ら

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
に
対

し
て
は
、
無
条
件
で
６
カ
月

の
短
期
保
険
証
を
交
付
し
ま

す
。

子
ど
も
へ
の
保
険
証

交
付
は
ど
の
様
に
行
い
ま
す

か
。

未
納
の
な

い
世
帯
に
対
し
て
は
郵
送
し

ま
す
。
未
納
が
あ
る
世
帯
は

窓
口
で
交
付
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
２
保
育
所

が
民
営
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
説
明
会
で
出
た
不

安
や
疑
問
と
そ
の
解
決
方

公
金
を
仕
組
債
で
運
用
す
る
こ
と
は
ハ
イ

リ
ス
ク
で
あ
り
、
問
題
が
あ
る
と
思
う
が

今
後
は
リ
ス
ク
管
理
を
行
い
、
安
全
性
を

確
保
し
、効
率
的
に
運
用
し
ま
す　

(

町
長)

日髙　直幸　議員

質
問

町
長

会
計
収
納
対
策
課
長

質
問

会
計
収
納
対
策
課
長

質
問

質
問

町
長

今
後
の
保
育
所
運
営

は
ど
う
な
る
の
か

質
問

質
問

保
険
健
康
課
長

質
問

質
問 18

歳
未
満
の
子
ど
も
に
保
険
証
の
無
条
件

交
付
は
で
き
な
い
か

保
険
証
の
交
付
は
、
国
の
制
度
に
準
じ
て

行
い
ま
す   　
　
　
　
　
　
　

   

（
町
長)

宇田川　亮　議員

町
長

保
険
健
康
課
長
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法
、
そ
れ
と
民
営
化
に
対
し

期
待
す
る
点
や
民
営
保
育
所

の
利
点
等
は
。

不
安
に
思

わ
れ
て
い
る
の
は
、
制
服
や
各

種
教
室
な
ど
の
負
担
金
が
増

え
る
の
で
は
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
２
園

を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人

明
星
福
祉
会
は
、
希
望
者
だ

け
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
な
お
不
安
を
覚
え
ら

れ
る
方
は
、
剣
第
１
の
方
に

入
所
の
取
扱
を
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
民
営
の
利
点
で
す

が
、
バ
ス
に
よ
る
送
迎
や
各

種
教
室
の
開
催
、
開
所
時
間
、

一
時
保
育
な
ど
が
行
わ
れ
る

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

措
置
児
童
数
と
職
員

の
状
況
は
。

次
の
通
り

で
す
。

▽
剣
第
２
‥
措
置
児
49
人
、

　

職
員
13
人
▽
西
川
第
２
‥

　

措
置
児
37
人
、
職
員
11
人

▽
剣
第
１
‥
措
置
児
84
人
▽

　

古
月
‥
措
置
児
54
人
▽
西

　

川
第
１
‥
措
置
児
42
人

今
後
町
営
を
ど
の
様

に
し
、
ま
た
民
営
保
育
所
と

ど
の
様
に
関
わ
っ
て
い
く
の

で
す
か
。

町
営
と
民

営
の
保
育
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
な
い
よ
う
、
互
い
の
状
況

を
見
な
が
ら
取
り
組
む
よ
う

に
し
ま
す
。
ま
た
、
互
い
に

連
携
を
取
り
、
協
議
を
し
な

が
ら
運
営
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
財
政
状
況
、

滞
納
状
況
は
。

５
月
末
時
点
で
、

20
年
度
は
約
１
７
０
万
円
の

赤
字
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
滞

納
は
、
平
成
６
年
か
ら
21
年

１
月
末
ま
で
の
累
積
で
、
約

９
７
２
万
円
で
す
。

給
食
費
が
値
上
げ
と

な
っ
た
経
緯
は
。

昨
年
、
原
油
な
ら
び

に
食
材
価
格
が
高
騰
し
、
値

上
げ
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し

た
が
、
20
年
度
は
据
え
置
き

と
し
ま
し
た
。

　

21
年
度
は
価
格
の
引
き
上

げ
が
決
定
し
て
い
る
物
も
あ

り
、
今
の
給
食
費
で
は
子
ど

も
に
必
要
な
栄
養
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
取
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

審
議
会
に
諮
り
値
上
げ
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

値
上
げ
に
よ
り
給
食
日
数
を

３
日
増
や
し
ま
す
。

　　

町
立
病
院
の
整
形
外
科

診
療
は
、
常
勤
医
師
の
派

遣
に
よ
っ
て
平
成
20
年
４

月
か
ら
従
前
ど
お
り
の
体

制
で
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

２
名
の
整
形
外
科
医
か
ら

３
月
31
日
付
の
退
職
願
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

整
形
外
科
医
師
が
い
な

く
な
る
事
は
、
地
域
住
民

の
健
康
管
理
に
か
か
わ
る

重
大
な
問
題
で
す
が
、
突

然
の
医
師
不
在
に
対
し
、

直
ち
に
次
の
医
師
を
確
保

す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

整
形
外
科
医
の
不
在
は
、

地
域
医
療
の
崩
壊
が
危
惧

さ
れ
る
ば
か
り
か
、
病
院

経
営
に
与
え
る
影
響
は
多

大
な
も
の
に
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
医
師
確

保
の
た
め
に
、
大
学
の
医

局
に
対
し
、
医
師
の
派
遣

要
請
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
整
形
外
科
の
診

療
は
十
分
な
体
制
を
持
っ

て
応
え
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
が
、
本
年
４
月
１
日

か
ら
当
分
の
間
、
週
３
回

（
火
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
）

非
常
勤
医
師
の
み
で
外
来

診
療
を
行
う
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。　
　

学
校
給
食
の
状
況
は

質
問

質
問

福
祉
人
権
課
長

福
祉
人
権
課
長

質
問

福
祉
人
権
課
長

教
育
長

質
問

初
め
て
の
給
食
が
カ
レ
ー
で
、
う
れ
し
そ
う
に
食
べ
る
新
１
年
生

整
形
外
科
が
週
３
回
の
外
来
診
療
に

診
療
は
火
曜
日
・
水
曜
日
・
金
曜
日

町立病院

町立病院（整形外科は週3回の外来診療のみ）

行
政
報
告

行
政
報
告

教
育
長
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記

後

集

編

▼
日
本
代
表
が
二
連
覇
を
果

た
し
た
Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
余
韻
が
残

る
中
、
選
抜
高
校
野
球
大
会

で
は
長
崎
県
の
清
峰
高
校
が

優
勝
し
ま
し
た
。
同
校
が
あ

る
佐
々
町
は
、
人
口
１
３
，

０
０
０
人
の
旧
産
炭
地
。
鞍

手
町
に
も
明
る
い
話
題
が
欲

し
い
も
の
で
す
。

▼
我
が
国
は
、
１
０
０
年
に

一
度
の
経
済
危
機
。
景
気
低

迷
は
続
き
、
悲
惨
な
事
件
が

世
間
を
騒
が
せ
、
行
財
政
改

革
、
社
会
改
革
が
切
実
に
叫

ば
れ
て
い
ま
す
。

▼
３
月
議
会
は
改
革
を
め

ぐ
っ
て
、
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
改
革
の
根
本

は
、「
非
情
」
の
対
極
に
あ
る

「
愛
」
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
第
９
代
米
沢
藩
主
上
杉

鷹
山
公
の
改
革
の
精
神
で
す
。

▼
旧
産
炭
地
鞍
手
町
も
、
鷹

山
公
の
「
愛
の
政
治
」
を
学

ぶ
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　
　
　
　
　
（
星　

正
彦
）

　「おいしいね！」と、笑顔いっぱいで給食を食べ
ているのは、西川第１保育所のお友達です。
　もうすぐ卒園するゆり組さんと一緒に食べる最後
の給食です。保育所では、たてわり保育を通して、
年の違う子どもたちのふれあいを深めています。
　おいしい給食を食べながら、楽しい話がはずんで
いました。　　　　　　　（西川第１保育所保育士）

表紙の紹介

　

鞍
手
町
議
会
は
、
平
成
21
年
２
月
20
日

に
開
催
さ
れ
た
「
福
岡
県
町
村
議
会
議
長

会
定
期
総
会
」
に
お
い
て
、
地
域
の
振
興

や
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
、

及
び
議
会
の
運
営
が
他
の
議
会
の
模
範
と

な
る
議
会
と
し
て
、
全
国
町
村
議
会
議
長

会
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
県
内
で
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
鞍

手
町
と
筑
紫
郡
那
珂
川
町
の
２
議
会
で

す
。 全

国
町
村
議
会
議
長
会

表
彰
を
受
賞

議会を傍聴しませんか
受付は、当日議会事務局で行います。
不明な点は、お尋ね下さい。

次回は、６月議会です。
議会事務局 ４２－２１１１（内線 ３３１）

発
行
責
任
者

　
　

議
会
議
長　

仲
野　
　

守

編
集
ス
タ
ッ
フ

　
　

委
員
長　
　

香
原　
　

暹

　
　

副
委
員
長　

星　
　

正
彦

　
　

委　

員　
　

原　
　

哲
也

　
　

委　

員　
　

久
保
田
正
之

　
　

委　

員　
　

栗
田　

幸
則

　
　

委　

員　
　

毛
利　
　

喬

　

議
会
を
傍
聴
し
て
分
か
っ
た
の

は
、
昨
年
の
公
金
横
領
問
題
の
解

決
が
見
ら
れ
ず
、
先
に
進
行
し
な

い
の
で
町
民
が
う
ん
ざ
り
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
。
今
回
議
会
の
傍

聴
席
に
は
な
ん
と
２
人
、
本
当
に

恥
ず
か
し
い
。
町
民
は
議
会
に
関

心
が
無
く
な
っ
て
い
る
。
町
の
一

番
大
切
な
問
題
を
解
決
す
る
の
が

議
会
。
町
長
は
町
全
体
の
こ
と
に
、

町
議
は
町
民
の
声
を
議
会
に
反
映

し
て
欲
し
い
。

　

一
般
質
問
に
関
し
て

一
言
言
い
た
い
の
は
、
質

問
は
決
ま
っ
た
議
員
だ

け
で
な
く
、
勉
強
の
意
味
も
こ
め

て
他
の
方
に
も
必
ず
質
問
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
。
ま

た
、
町
長
ま
た
は
行
政
の
答
弁
は

あ
い
ま
い
な
の
で
、
的
確
な
答
弁

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

新
聞
紙
上
に
は
、
鞍
手
町
の
悪

い
問
題
ば
か
り
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
今
後
は
鞍
手
町
に
住
ん
で
良

か
っ
た
と
思
え
る
結
果
を
出
し
て

欲
し
い
。

   

神
崎
区　

添
田 

清
次
さ
ん

議
会
を
傍
聴
し
て

　
　

ち
ょ
っ
と
一
言

原　伸一全国町村議長会会長から表彰を受ける仲野議長


